
1５：0０～16:30 お茶会＆たんぽぽっこコンサート
会場では、ご家族が、お子さんの作品や宝物や写真を選び飾り付けてくださった
「メモリーテーブル」を囲んでご家族・スタッフが座りました。ご家族がオンライン参加の
子ども達の席・テーブルには、関わりの深かったスタッフが寄り添いました。

「たんぽぽっこ紹介」では、ゆかりのあるスタッフがひとりひとりのお名前を呼び、
「〇〇ちゃん、〇〇くんらしいエピソード」紹介では、ご家族が寄せてくださった
微笑ましく、誇らしく、愛おしい、とっておきのエピソードを、スライドと共に紹介、
来場参加のご家族・スタッフも、オンライン参加のご家族・スタッフも、共に、
たんぽぽっこ達が届けてくれた掛け替えのない「宝物」に想いを寄せました。

「たんぽぽっこコンサート」では、お空のきょうだいの歌声に合わせたピアノ演奏、
お空のきょうだいのピアノ演奏に合わせた歌を披露してくれた子ども達、
心のこもった素晴らしい演奏、心に響く「きょうだい共演」でした。
たんぽぽっこがピアノを演奏してくれたプレイルームコンサートの映像からは、小さな入院仲間達への
優しさにあふれた音色が響きました。たんぽぽっこ達の生き生きとした歌・ダンス・楽器演奏の動画、
ご家族が作ってくださった「家族をつなぐたなばた」「家族をつなぐ星まつり」の星たちが
スクリーンを彩る中、たんぽぽっこが奏でたバイオリンの音をつないで、
当院医師とご友人による「見上げてごらん夜の星を」「星に願いを」
「You Raise Me Up」の合奏、バイオリンとピアノの温かい音色が会場を包みました。

最後に、たんぽぽっこ達のスライドショーを上映し、ひとりひとりその子らしく輝いて生き、
出逢ったみんなの心の中に生き続けている子ども達に想いを寄せ、
参加者全員で、たんぽぽっこ達に拍手を贈って会を終えました。

2月１８日開催の「たんぽぽっこ家族の集い」には、お子さんへの大切な想いを胸に、
多くのご家族が、来場されて対面で、あるいはご自宅からオンラインで、ご参加下さいました。
お茶会＆コンサートには、当院で、お子さんに出逢い関わらせて頂いた多職種スタッフも
多数参加しました。ご家族の愛情に包まれて生まれ、その子らしく輝いて生きた子ども達に
ご家族と医療者が、共に想いを寄せ、分かち合うひとときとなりました。

第３回たんぽぽっこ家族のつどい開催のご報告 202４年３月

日時：２０２4年２月18日（日）14:00～16:30
場所：大阪大学 銀杏会館
開催方法：対面（一部オンライン）

大阪大学医学部附属病院 小児医療センター 「たんぽぽっこの会」
e-mail: tanpopokko-no-kai@pedsurg.med.osaka-u.ac.jp

プログラム： 14:00～15:00 手作りワークショップ
バレンタインデーにちなんで、“大好きな人を想う”作品作り、
今年は、たんぽぽっこ達への想いをこめて、
「天使の羽根コラージュ」と「メモリーバッグ」を製作していただきました。
完成した天使人形とメモリーバッグは、お茶会＆コンサート会場内の
「たんぽぽギャラリー」に展示しました。

掲載内容の無断の転用・複製を固く禁じます。大阪大学医学部附属病院
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